
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 1207 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 電気回路 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 精選電気回路 新訂版 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・電気を安全に取り扱う能力を身につけるために、いろいろな電気現象がどのようにして起こる

のかを理解するとともに、それらの電気現象を量的に取り扱う方法を学びます。 

・電気に関する専門用語やさまざまな法則などの基礎知識の学習の他、電気に関わる計算演習を

数多くこなします。 

・専用のノート等を用意してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

電気分野に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 電気分野に関する基礎

的・基本的な知識を身に付

け、環境に配慮し、ものづく

りを合理的に計画し、その

技術を適切に活用してい

る。 

 電気分野に関する諸課題

の解決を目指して思考を深

め、基礎的・基本的な知識と

技術を基に、技術者として適

切に判断し、表現する創造的

な能力を身に付けている。 

基本的な電気現象と、その

現象が数式により表現でき

ることに関心をもち、新しい

事柄に対して意欲的に学習

に取り組んでいる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 
 

期 

第
１
章 

電
気
回
路
の
要
素 

１．電気回路の電流と電

圧 

２．抵抗器・コンデンサ・

コイル 

a:電気回路において、基礎的・基

本的な知識を身につけている。 

b: 電気回路において、基礎的・

基本的な活用方法を身につけて

いる。 

c: 電気回路において、基礎的・

基本的な知識を活かし、主体的に

活用している。 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

第
２
章 

直
流
回
路 

１．直流回路 

２．電力と熱 

３．電気抵抗 

４．電流の化学作用と電

池 

 

a:直流回路において、基礎的・基

本的な知識を身につけている。 

b: 直流回路において、基礎的・

基本的な活用方法を身につけて

いる。 

c: 直流回路において、基礎的・

基本的な知識を活かし、主体的に

活用している。 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

後 
 

期 

第
３
章 

磁
気 

１．電流と磁界 

２．磁界中の電流に働く

力 

３．磁性体と磁気回路 

４．電磁誘導と電磁エネ

ルギー 

a:磁気回路において、基礎的・基

本的な知識を身につけている。 

b: 磁気回路において、基礎的・

基本的な活用方法を身につけて

いる。 

c: 磁気回路において、基礎的・

基本的な知識を活かし、主体的に

活用している。 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

第
４
章 

静
電
容
量 

１．電荷と電界 

２．コンデンサ 

３．絶縁破壊と放電現象 

a:静電回路において、基礎的・基

本的な知識を身につけている。 

b: 静電回路において、基礎的・

基本的な活用方法を身につけて

いる。 

c: 静電回路において、基礎的・

基本的な知識を活かし、主体的に

活用している。 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

定期考査 

小テスト 

授業 

プリント 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 


